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西
周
氏
は
元
と
石
州
津
和
野
の
人
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
蚤
に
江
戸
に
出
で
幕
府
に
仕
へ
、
幕
府
の
命
に
よ
り

和
蘭
ラ
イ
デ
ン
大
學
に
留
學
し
、
教
授
フ
　

 

ヒ
ツ
セ
リ
ン
グ
に
就
い
て
主
と
し
て
法
制
の
學
を
修
め
た
の
で
あ
る
。

留
學
中
已
に
カ
ン
ト
の
永
遠
平
和
の
論
を
知
り
、
又
コ
ン
ト
の
實
證
哲
學
に
興
味
を
感
じ
た
や
う
で
あ
る
。
而

し
て
歸
來
明
治
初
年
に
至
つ
て
哲
學
に
關
す
る
著
譯
を
發
行
し
、
加
藤
弘
之
、
西
村
茂
樹
等
と
共
に
我
國
哲
學

發
生
の
源
頭
を
成
し
た
の
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
尚
ほ
仔
細
に
是
等
と
比
較
對
照
し
て
之
を
考
ふ
る
に
何
人
よ
り

も
早
く
指
を
哲
學
研
究
に
染
め
た
る
こ
と
明
瞭
的
確
、
復
た
疑
を
容
る
ゝ
の
餘
地
が
な
い
。
已
に
明
治
七
年
に

『
百
一
新
論
』
を
著
は
し
て
百
教
皆
哲
學
に
よ
つ
て
總
括
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
哲
學
と
云

ふ
術
語
の
用
ひ
ら
れ
た
の
も
是
れ
を
以
て
始
め
と
な
す
の
で
あ
る
。
同
年
又
『
致
知
啓
蒙
』
を
著
し
て
之
を
發

行
し
た
が
、
是
れ
が
亦
我
國
に
於
け
る
論
理
學
の
嚆
矢
で
あ
る
。
但
し
論
理
學
と
云
ふ
術
語
は
氏
の
譯
語
で
は

な
い
。
明
治
十
年
に
至
つ
て
氏
は
ミ
ル
の
ユ
ー
チ
リ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
を
飜
譯
し
て
『
利
學
』
と
題
し
て
世
に
公

に
し
、
其
翌
年
米
國
人
ジ
ヨ
セ
フ
・
ヘ
ー
ブ
ン
の
メ
ン
タ
ル
、
フ
　

 

ヒ
ロ
ソ
フ
　

 

ヒ
ー
を
譯
し
て
『
心
理
學
』
と
題

し
、
其
上
卷
を
發
行
し
、
又
一
年
を
經
て
其
下
卷
を
發
行
し
た
の
で
あ
る
。
心
理
學
と
云
ふ
學
名
も
、
此
書
名

に
よ
つ
て
一
定
し
た
の
で
あ
る
。
氏
の
哲
學
的
傾
向
は
大
體
經
驗
主
義
的
實
證
主
義
的
で
あ
つ
た
。
氏
の
和
蘭

在
學
中
に
經
驗
學
派
の
哲
學
者
オ
プ
ゾ
ー
マ
ー
の
影
響
も
あ
つ
た
か
も
分
ら
ぬ
が
兎
に
角
ミ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー

等
の
影
響
を
受
く
る
こ
と
多
大
で
あ
つ
た
。
特
に
ミ
ル
に
尸
祝
し
た
の
で
あ
る
。
ミ
ル
は
言
ふ
迄
も
な
く
コ
ン

ト
派
の
人
で
あ
つ
た
。
西
周
氏
が
未
だ
進
化
論
を
唱
道
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
所
を
考
へ
て
見
る
と
ス
ペ
ン
サ
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ー
の
影
響
は
ミ
ル
の
そ
れ
程
で
は
な
か
つ
た
や
う
で
あ
る
。
氏
は
加
藤
弘
之
や
津
田
眞
道
の
や
う
に
唯
物
主
義

を
唱
道
す
る
こ
と
を
敢
て
し
な
か
つ
た
。
然
し
氏
を
理
想
主
義
者
と
見
る
に
は
餘
り
經
驗
主
義
的
實
證
主
義
的

傾
向
が
勝
つ
て
居
つ
た
。
氏
は
福
澤
諭
吉
に
先
ち
て
大
に
女
性
の
敬
重
す
べ
き
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
が
、

是
れ
亦
蓋
し
ミ
ル
の
影
響
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
氏
は
蘭
、
英
、
佛
の
諸
國
語
に
通
じ
、
又
漢
學
の
素
養
が
あ

つ
た
。
漢
學
は
主
と
し
て
頼
山
陽
の
門
人
後
藤
松
陰
に
學
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
氏
は
譯
語
を
鑄
造
す
る
こ

と
頗
る
巧
妙
で
、
而
し
て
又
文
才
に
富
ん
で
居
つ
た
。
曾
て
『
心
理
學
』
を
譯
す
る
に
當
つ
て
其
中
引
用
せ
ら

れ
た
る
詩
句
を
或
は
漢
詩
に
或
は
新
體
詩
に
巧
妙
に
譯
出
し
た
の
で
あ
る
。
新
體
詩
は
明
治
十
五
年
余
等
の
發

行
せ
る
『
新
體
詩
抄
』
を
以
て
起
原
と
な
す
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
氏
が
そ
れ
よ
り
三
年
前
に
已
に
之
を
試
み

た
こ
と
は
十
分
注
目
に
價
す
る
と
思
ふ
。
其
譯
詩
に
云
く
、

　
　
劔





を
杖



に
。
松
陰






の
。
巖





※


へ
て
。
吐
息





つ
く
。
時
哉






見
ゆ
る
。
若
武
者







は
。
是

は
抑



軍




の
。
使





か
や
。

　
　
見

れ
ば
衣





の
。
美
麗






さ
。
新
郎






と
か
も
。
訝



ま
た
る
。
其
鬚
髯








の
。
新
剃






は
。
秋
田





を
刈
れ
る
。
刈
稻






の
。

　
　
齊



へ
る
樣



に
。
さ
も
以

た
り
。
近



づ
く
儘



に
。
馨



ふ
香

は
。
そ
も
時



款
貨
舖





の
。
娘





か
も
。
指



に
挾



め
る
。

　
　
香
盆






の
。
何
爲






な
り
や
。
時
々






に
。
鼻



に
翳



し
て
。
嚊

く
め
る
は
。

　
余
は
曾
て
學
生
時
代
に
『
心
理
學
』
を
飜
閲
し
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
何
故
か
此
れ
に
對
し
て
無
關
心
で

あ
つ
た
が
、
今
囘
此
一
篇
は
明
治
文
學
史
の
研
究
上
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
事
で
あ
る
と
氣
付
い
た
か
ら
之
を
茲

に
掲
げ
て
讀
者
の
注
意
を
促
す
次
第
で
あ
る
。
麻
生
義
輝
君
昨
年
余
を
訪
ひ
、
今
夏
再
び
余
を
訪
う
て
曰
く
、

西
周
氏
の
哲
學
に
關
す
る
已
刊
未
刊
の
著
作
を
悉
く
編
纂
し
て
之
を
『
西
周
哲
學
著
作
集
』
と
題
し
、
岩
波
書
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店
に
托
し
て
、
世
に
公
に
せ
ん
と
欲
す
、
請
ふ
之
が
序
文
を
作
れ
と
。
余
之
を
諾
し
て
未
だ
果
た
さ
ゞ
る
に
偶

〻
遊
意
動
き
、
伊
香
保
に
之
き
、
尋
い
で
四
萬
に
抵
り
、
靈
泉
に
浴
す
る
こ
と
十
有
餘
日
に
し
て
歸
京
せ
し
に
、

麻
生
君
よ
り
督
促
あ
り
、
該
書
印
刷
已
に
成
る
、
速
に
其
序
文
を
送
れ
と
。
乃
ち
筆
を
援
つ
て
此
序
文
を
作
る
。

囘
顧
す
れ
ば
明
治
十
七
年
の
春
、
余
獨
逸
留
學
を
命
ぜ
ら
れ
、
將
に
彼
地
に
向
は
ん
と
す
る
に
當
つ
て
、
哲
學

會
に
於
て
余
の
爲
に
送
別
會
を
開
き
た
る
に
西
周
氏
も
亦
來
會
せ
ら
れ
た
の
で
余
は
氏
と
一
面
識
あ
る
こ
と
を

喜
ぶ
の
で
あ
る
。
處
が
そ
れ
は
實
に
今
よ
り
五
十
年
前
の
事
で
あ
る
。
余
は
亦
『
哲
學
字
彙
』
の
草
稿
を
氏
に

送
つ
て
其
意
見
を
問
う
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
か
ら
昨
年
余
の
岩
波
講
座
に
執
筆
し
た
る
『
明
治
哲
學
の
囘
顧
』

に
は
劈
頭
第
一
に
西
周
氏
を
擧
げ
て
論
じ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
云
ふ
譯
で
余
は
哲
學
上
氏
と
因
縁
の
淺
か
ら
ざ

る
者
で
あ
る
が
、
氏
の
姻
戚
に
し
て
曾
て
氏
の
傳
を
艸
し
た
る
鴎
外
森
林
太
郎
氏
と
は
在
獨
中
以
來
親
交
あ
り

し
者
で
あ
る
。
是
れ
余
の
喜
ん
で
此
序
文
を
作
る
所
以
で
あ
る
。
此
書
一
た
び
世
に
出
で
ん
か
哲
學
界
の
興
味

を
惹
く
こ
と
決
し
て
鮮
少
な
ら
ざ
る
こ
と
を
疑
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
昭
和
八
年
九
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
井
上
哲
次
郎
識
す
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
西
周
哲
學
著
作
集
」
岩
波
書
店

　
　
　1933
（
昭
和8

）
年10

月20

日
第1

刷
発
行

初
出
：
「
西
周
哲
學
著
作
集
」
岩
波
書
店

　
　
　1933

（
昭
和8
）
年10

月20

日
第1

刷
発
行

※
底
本
に
お
け
る
表
題
「
序
」
に
、
底
本
名
を
補
い
、
作
品
名
を
「
「
西
周
哲
學
著
作
集
」
序
」
と
し
ま
し
た
。

入
力
：
岩
澤
秀
紀

校
正
：
フ
ク
ポ
ー

2018

年11

月24

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま

し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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